
工場見学の受け入れ

地域医療活動の支援

教育・研究に対する支援

　新聞印刷事業を行う東海プリントメディアでは、2008
年の稼働開始以来、小中学校の社会科見学や情報産業教
育、生涯学習の一環として幅広く工場見学の受入れをして
います。高速で回転する輪転機から新聞が刷り出される場
面は圧巻で、毎日決
まった時間に新聞を届
けるため、昼夜働く現
場について学ぶことが
できます。

　毎月1回、会社周辺の清掃活動を行っています。特別養
護老人ホームや幼稚園が近隣にあるところでは、その周
辺にも力を入れ、街の環境美化に取り組んでいます。

　竹田印刷では社会福祉事業の一環として、本社と同区に
所在する「名古屋第二赤十字病院」へ地域医療活動の支援
を目的に1995年以来、毎年寄付金の贈呈を行っています。
　同病院は1914年に開設し、赤十字病院として災害医療
や国際医療救援に取り組みながら、地域医療にも力を入れ
ている総合病院で、当社は同病院の高度で良質な医療活動
とその取り組みに対して支援を続けています。
　また、当社は新型コロナウイルス感染防止に対する社会
貢献として、2020年5月に名古屋商工会議所を通じて、次
亜塩素酸水500mlボトルを10本と使い捨て衛生ゴム手袋
300枚を医療機関へ寄贈しました。

　大学は日本の将来を担う優
秀な人材を育てる場所であり、
これを支援することは社会課
題の解決につながると考えて
います。意欲と能力のある若
者が、将来社会に貢献する人
材に成長することを願い、当
社は名古屋大学基金を通じて
名古屋大学の教育研究活動を
支援しています。

　竹田印刷は、「防災備蓄品リユースサービス」を開始し
ました。このサービスは、本来廃棄するはずだった企業
の備蓄食料品と、食料を必要としている人をつなぐ新し
い仕組みです。フードバンクを通じて企業と寄付を求め
る団体をマッチングさせ、防災備蓄品を廃棄ではなく寄
付し、再活用するものです。
　企業が所有する防災備蓄品の回収から、寄付先団体の
マッチング、新たな備蓄品の購入、賞味期限の管理まで
をトータルにサポート。食品ロスの削減と社会福祉に貢
献してまいります。

　竹田印刷は、お客様への企画提案において、障がいの
ある方のアート作品を活用したプレゼンテーションを
行っています。お客様にその提案が採用されると、著作
物利用料として障がい者アーティストに収入が発生しま
す。竹田印刷は、障がいのあるアーティストの作品をお
客様に採用していただくという形で、障がい者アーティ
ストの活躍できる場所を増やしていくとともに、障がい
者アートを社会に広め、地域の障がいのある方を応援し
ています。

食品ロス削減への取り組み

周辺清掃・地域清掃

［  ISO26000 / 6.8コミュニティ ］

竹田印刷が持続的に事業活動を行うには、地域社会との信頼関係の構築が重要であると考え、良き企
業市民として社員一人ひとりが社会活動に取り組んでいます。安心・安全な地域社会づくりのための
地道な地域貢献活動を継続的に続けることで、地域の皆様との交流を深め、信頼を築いています。

地域社会とともに地域社会とともにコミュニティ
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会社周辺清掃の様子

地域の障がいのある方への関わり
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内部監査の監査結果状況

　2020年度の内部監査の結果、全社合わせて「不適合」 
5件と「観察事項」や「改善の機会」として157件の指摘があ
りましたが、すべて直ちに是正処置を取り対応しました。
　内部監査の傾向としては、日常業務に沿った運用の確認
が重要視されるとともに、指導的コメントが増えて改善向
上型の活動になっています。

外部審査の審査結果状況

　外部認証機関（インターテック・サーティフィケーショ
ン株式会社）による維持審査を行いました。
　審査の結果、全社合わせて「軽微な不適合」2件と「特定さ
れた改善の機会」33件の指摘がありました。指摘いただい
た項目には、様々な内容のものがありますが、審査員の言
葉から読み取った指摘事項を含め、すべてに是正処置を取
り改善しました。

法規制の順守

［ ISO26000 / 6.5環境 ］

　マネジメントシステムが適切に運用され、維持されていることを確認するため、「内部監査規定」を定め、定期的に内部監
査を行っています。内部監査は原則として年2回行っていますが、重要な工程が変更となるなど、統括監査責任者（P.8 TMS
組織体制図参照）が必要と認めた場合には臨時に実施することになっています。
　また、内部監査員に対しては毎年1回研修会を実施し、監査基準の徹底とレベルアップを図っています。

　TMS（竹田マネジメントシステム）の効果的な運営を図るために、全社員に対して次のような教育を行っています。

［マネジメントシステムの状況］

［環境保全の状況］

　竹田印刷では、環境に関する法規制を順守し環境汚染をできる限り少なくすることは企業の重要な責務との認識のもと、
法的要求事項への対応実施・維持の状況を順守状況一覧表によりチェックし、順守の徹底を図っています。また、環境関連
法令に従い、必要に応じて管理者を設置し、管理報告を行っています。2020年度における環境関連法令違反、環境問題を引
き起こす事故・汚染、環境問題に関する苦情は発生していません。

● �FSC®（CoC）認証のしくみと�
当社の運用ルールの再確認

● �テレワーク勤務実施手順の理解
● �リスクグループ分析の理解
● �不適合及び是正処置
● �外部委託先の管理

● �内部監査
● �ISO外部審査での指摘事項
● �職場におけるハラスメント
● �外部監査指摘に対する是正処置
● �JIPDEC「個人情報の取扱いにおける事
故報告集計結果」

監査の状況

2020年度の主な教育実施内容
 マネジメントシステムに対する認識を向
上させる教育とともに、コンプライアン
スの意識を高めリスクを回避するための
教育を行っています。

テキストでの教育の後、理解度テストを
行うことで教育効果を確認し、「教育実
施記録」を保持しています。

食品ロス削減への取り組み

周辺清掃・地域清掃

紙媒体とデジタル媒体の融合を推進し、事業活動における環境負荷低減と限りある資源の有効活用
に努めています。また、生物多様性および生態系の保護を含めた環境保全のため、原材料、省エネル
ギー、大気への排出、排水および廃棄物などについて、TMS（竹田マネジメントシステム）の活動と
して管理し、環境汚染の予防に努めています。
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れるようになりました。
　竹田印刷は、経営理念「Hard+Soft+Heart」を達成する
ためにも、温暖化への対策が重要であると考え、具体的な
取り組みを進めています。

　地球温暖化は、気温を上昇させるだけでなく地球全体の
気候を大きく変える「気候変動」を引き起こします。そして
気候変動が要因となっての集中豪雨や異常な高温がもたら
す多くの人的・物的被害は、日常生活に多大な影響をもた
らし、その深刻さから近年は「気候危機」という言葉も使わ

気候危機への対応

取水によって著しい影響を受ける水源

　竹田印刷は、事業を行う上で必要な水をすべて「水道」か
ら取水し使用しています。地下水の揚水はなく、当社の 

事業活動における2020年度の
資源投入と環境への排出

事業活動における取水によって著しい影響を受ける水源は
ありません。

環境活動環境活動 ［ ISO26000 / 6.5環境 ］ 

INPUT OUTPUT

原材料・副資材
用紙 25,701t
インキ 394t
フィルム 1t
ガラス 9t
スクリーンメッシュ 2t
刷版 66t
溶剤・乳剤・処理剤 11t
PPC用紙 17t
梱包ラップ 5t
PPバンド 8t

水道 35,361㎥
水

購入電力 12,223千kWh
都市ガス 745千㎥
ガソリン 47㎘

エネルギー

再生資源
再生紙分類 3,259t
固形燃料化分類 16t
金属類 7t
使用済み刷版 56t
木くず 29t

廃プラスチック類 33t
ガラス 0t

埋立処理

廃酸 13t
廃アルカリ 30t

中和処理

廃油 8t

焼却処理

温室効果ガスの増加
化石燃料の使用による

CO2の排出など

気候要素の変化
気温上昇 降雨パターンの変化 

海面水位上昇など

気候変動による影響
自然環境への影響
人間社会への影響

■  感染症対策
・ 事業継続計画の 

策定
・注意喚起

■  災害対策
・ 事業継続計画の策定
・災害用備蓄
・防災教育
・安否確認システムの通信訓練

■  熱中症対策
・ スポットエアコンの設置
・職場の温湿度管理
・緊急時の応急処置教育

温暖化による悪影響に備える適 応緩 和 温室効果ガスを減らす
■  電気使用量の削減

・ 輪転印刷機乾燥機の 
排気ファンモーターのインバーター化

・コンプレッサのインバーター化
・低電力型印刷機の導入
・省エネタイプのパソコン導入
・不要時の消灯、LED照明への変更
・クールビズ・ウオームビズの実施

■  社有車のCO2削減
・ 低排出ガス車への変更
・燃料電池車の導入
・ アイドリングストップ装置 

搭載車の導入
・ドライブレコーダーの設置
・ 日々の始業点検、定期点検の 

実施
・ 運転日報の作成 
（走行距離などの記録）

・ エコドライブの実施

■  社員の移動に伴うCO2削減
・ テレビ会議の実施
・テレワークの実施

印刷事業

半導体関連
マスク事業

ソリューション
事業

地球温暖化対策

環境負荷の全体像

3.9 8.47.3 12.2

6.1
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2020年度事故・緊急事態

　2020年度における事故・緊急事態は発生していません。
また、重大な漏出、有害廃棄物の輸送、事業活動での排水
や表面流水によって影響を受ける水域はありません。

訓練の様子

　竹田印刷は、各地方自治体の条例に基づき、地球温暖化対策に関する計画書などを作成し、各地方自治体に提出しています。

　騒音・振動を防止するために、印刷工場は建築設計の段
階から二重壁・二重窓構造にし、内壁には吸音材を使用し
た防音対策を施しています。また、振動を防ぐ振動防止対
策基礎設計の建築となっています。  
　騒音の測定記録については、時間率騒音レベルを求めた
結果、全時間帯において規制基準値を下回りました。

事故・緊急事態に対する対策

　竹田印刷では、事故・緊急事態の可能性として「火事・爆
発・漏えい（大気・水系・土壌）など」を想定し、発生した場
合の環境への重大な
影響（大気汚染・水質
汚濁・土壌汚染など）
を防ぎ、迅速に対応・
処置するために「不適
合及び緊急事態対応

管理規定」を定めています。その中で、予防・初期処置およ
び対処に必要な設備・防災備品の設置のほか、連絡網の明
示・模擬訓練の実施・発生時の基本行動などについて定め
ています。

　竹田印刷は、環境マネジメントにおける化学物質などの
管理に関し必要な事項を「化学物質リスクアセスメント規
定」に定め、自主的な適正管理や安全性の高い代替物質へ
の転換を促進するとともに、化学物質による危害防止、火
災予防、労働災害の防止ならびに廃棄物の拡散防止に努め
ています。

　事業活動の中で発生する廃棄物を適正に処理するため
「環境側面特定管理規定」を定めています。廃棄物は、それ
ぞれ種類別に保管し、管理方法を決めています。特に特別
管理産業廃棄物は、水質汚濁や土壌汚染を招かないように
厳しく管理しています。  
　また、年に1回以上は、産業廃棄物処理業者への立入り
調査を行い、廃棄物の処理が適正に行われているかどう

かを目視により確認し
ています。

　大気汚染防止法のばい煙発生施設に該当しているオフ
セット輪転機の乾燥装置は、定期的に年2回の排出ガス測
定を実施しており、法規制値より厳しい自主管理値を設定
し徹底管理を行っています。
　また、東京都環境局が推進する

「Clear Sky サポーター」に登録し、大
気環境の改善に向けた取り組みを進
めています。 

現地立ち入り調査

　排水量に関しては測定していませんが、水質については、
PH（水素イオン濃度）、BOD（生物化学的酸素要求量）、SS

（浮遊物質量）、金属含有量、有害物質などの項目を定期的
に年2回測定し、法規制値より厳しい自主管理値を設定し
徹底管理。管理値以内であることを確認した上で、下水道
に排水しています。

緊急時への準備対応

騒音・振動の予防策と測定状況

［環境保全活動の推進］

廃棄物の管理・運営

地域の環境保全条例と政策への対応

化学物質管理 排出ガスの予防策と測定状況

工場排水処理策と測定状況

3.9

14.33.9 12.4

14.33.9 6.3

11.63.9

3.9 12.411.6 14.1

14.13.9 12.46.3 11.6

13.13.9 12.47.3 11.6
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